
BRUE （brief resolved unexplained event）の取扱いについて

Brief resolved unexplained event （BRUE）とは、2016 年 5 月にアメリカ小児科学会 SUBCOMMITTEE ON 
APPARENT LIFE THREATENING EVENTS から提唱された概念である。BRUE は ALTE に代わる概念として、
リスク因子に基づいて判断するための方法を提供し、低リスクと判断される児に対して推奨される対応を提供するこ
とを目的として提唱されたものである。
ALTE は life threatening と言いつつも多くの場合、それほど重症な原因が存在しないことが多い。BRUE はこの
ような背景から提唱された概念であるが、BRUE の提唱、低リスク群の選別ならびに低リスク群に推奨される対応が、
日本の医療現場で適切か否かについては、さらなる検討が必要と考えられる。

BRUEの定義：（PEDIATRICS Volume 137, Number 5, May 2016:e20160590）

下記の１および２を満たすもの

1. １歳未満の乳児において以下の徴候のひとつ以上が突然に発症し、
     短時間で回復して来院時には症状が改善している：
　　　　　　・チアノーゼまたは蒼白
　　　　　　・呼吸休止、低呼吸、または不規則な呼吸
　　　　　　・筋緊張の著明な変化（過緊張または低緊張）
　　　　　　・反応レベルの変化　　

2.  適切な病歴確認と診察にても事態を説明し得る状況を何も認めない

BRUE の定義に当てはまる症例で下記の基準に適合する低リスク群には不必要な検査や入院を避けることが推奨され
ている。

低リスクと判断するための基準
・生後 60 日を越えている
・未熟性がない：在胎週数 32 週以上で出生、発症時の修正在胎が 45 週以上
・初めての発症である（過去に BRUE の既往がなく、家族性がない）
・持続時間が１分以内である
・専門家による心肺蘇生を必要としない
・懸念される病歴を認めない（虐待、突然死の家族歴、有害物質への暴露、など）
・診察上、懸念される所見がない（打撲痕、心雑音、臓器肥大、など）

この「 A
ア ル テ

LTE  原因疾患検索手順の手引き」作成にあたり、日本 SIDS・乳幼児突然死予防学会、日本救急医学会、
日本周産期・新生児医学会、日本小児科医会、日本小児科学会、日本小児救急医学会、日本小児外科学会、日本小児
保健協会、日本新生児成育医学会、日本臨床救急医学会（五十音順）にご意見をいただきました。

〈諸外国における BRUE 取扱いの今後の動向により、本手引きは将来的に改訂される可能性があります〉


